
1 

 

第１学年授業改善推進プラン                        小平市立小平第八小学校 

 児童の実態 改善プラン 改善プランの評価方法 

国
語 

➀ひらがなが定着し、言葉や

文を書くことに、意欲的な

児童が多い。拗音や長音、

促音、助詞の使い分けを身

に付けていく必要がある。 

 

②体験したことや好きなこと

等を友達に話すことは、多

くの児童ができている。み

んなの前で話す力、最後ま

でよく聞く力を高める必要

がある。 

③本が好きな児童が多く、読

み聞かせや自由読書を楽し

んでいる。話の内容を正し

く捉える力を付けるととも

に、様々な種類の本に触れ

る機会をもつ必要がある。 

➀言葉を書く活動を多く取り入

れ、拗音や長音、促音の使い方

を身に付ける。「は」「を」

「へ」の使い方については、国

語を中心とした全教育活動を通

して、繰り返し指導を行う。 

②二人組など少人数で話す機会を

増やすことで、伝える力を付け

る。うなずきながら聞いたり、

質問したい事を考えながら聞い

たりする活動を取り入れること

で、聞く力を高める。 

③物語文や説明文の授業を通して、

文章の内容や構成、言葉の確認を

丁寧に行う。音読を繰り返し行う

ことで、言葉のまとまりや内容の

大体を捉えられるようにする。 

①②③授業の様子、補習、復習

プリント、テスト等で評価する。 

算
数 

➀１０までのたし算、ひき算

の計算が定着した。しか

し、計算の時間に大きな個

人差があるため、全員の計

算の習熟を確実にする必要

がある。 

②文章題から具体的な場面を

イメージすることが苦手な

児童が多いため、問題文と

数量関係と図や絵を結び付

けて考えられるようにする

必要がある。 

③数を数え、読んだり書いた

りすることはできている。

数の構成や分解についての

理解が定着する指導が必要

である。 

➀授業で計算問題に取り組んだり、

家庭学習で計算問題を行ったり

する時間を設ける。 

 

 

 

②問題文の大切な言葉にアンダー

ラインを引く形式的な指導でな

く、問題文を絵や図に表現する

ことで、具体的なイメージをす

る時間を設ける。 

 

③授業の中で、数の構成について 

の指導を重ねる。数感覚を養う

指導を継続的にしていく。 

①②③日々の授業中の活動の様

子やノートの見取り、単元ごと

のテスト等で評価する。 

生
活 

➀学校探検や校庭での自然観

察を楽しみ、身近な人々、

自然への関心を高めること

ができた。活動の見通しを

もって取り組む力を高める

必要がある。 

 

②朝顔の観察や世話を楽しみ

➀「何をするのか」「どのように

するのか」「やってみてどうだ

ったか」と活動前後の話し合い

活動を充実させる。 

人と交流する機会や体験活動を

意図的・計画的に取り入れ、学

習環境を整える。 

②動植物に対して関心をもてるよ

①②活動の様子や、まとめでの

発言や学習カードの表記内容で

評価していく。 
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ながら継続して行うことが

できた。観察の視点が広が

るような手だてが必要であ

る。また、他の生き物へと関

心を広げていく必要があ

る。 

うに絵本等の視覚的な資料を活

用する。「見る」「聞く」「触

る」「嗅ぐ」などの感覚を通し

て表現する方法を具体的に掲示

し、学習に活用できるようにす

る。よい気付きを価値付けて全

体で共有する。 

図
工 

➀絵を描くこと、ものをつく

ることが好きな児童が多

い。はさみやのりの使い方

については、丁寧な指導が

必要である。 

②友達の作品のよいところを

見付ける視点がもてるよう

に手だてを講じる必要があ

る。 

➀道具の使い方については、はじめ

に説明をして全体で確認し、個別

指導も加えながら、練習を繰り返

していく。 

 

②今後も制作後、振り返りをした

り、よいところを伝え合ったりす

る活動をしていく。 

➀児童の作業の様子や作品を観

察し、評価する。 

 

 

 

②発表やカードなどから評価す

る。児童の作品を観察し、評

価する。 

体
育 

➀運動に対して前向きな姿勢

で取り組む姿が見られる。

幼稚園・保育園での運動経

験の違いが大きいため、

様々な運動を授業の中で行

い、運動経験を豊かにして

いく必要がある。 

②苦手意識のある動きに対し

て取り組むことが難しい児

童がいるため、スモールス

テップで運動感覚を育んで

いく必要がある。 

➀１年間を通して、様々な運動遊び

を設定し、運動経験を積むことが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

②簡単な動きをスモールステップ

で行うことによって、運動感覚を

育めるようにする。全員ができる

ようになった達成感を味わえる

ようにする。 

➀単元のねらい、指導計画を見

直すとともに、児童の様子を

観察し、評価する。 

 

 

 

 

②児童の様子を見たり、学習カ

ードを使用したりして評価す

る。 

道
徳 

➀教材を通して、登場人物の

気持ちを考えることができ

るようになってきている。 

 

 

②教材から深める道徳的価値

について、自分自身の生活

と結び付けながら考える力

を身に付ける必要がある。 

➀教材提示の工夫（場面絵・紙芝

居・読み聞かせやテレビ表示な

ど）をし、物語の中に入り込

み、主体的に考えられるように

する。 

②自分自身の生活についても関連

付けて振り返られるよう、自分

と向き合う時間を多く確保した

り、授業の始めに、考える価値

を明確にしたりすることで、考

えられるようにする。 

①②共に、授業中の発言、ワー

クシート、学校生活での言動

の内容で評価する。 

特
別
活
動 

➀当番活動に意欲的に取り組

む児童が多い。よりよい学

級のための活動を広げてい

く必要がある。 

 

② 話合いに徐々に慣れてきて

➀意欲的な児童を学級全体の場や 

個別に認め励ましながら、称賛

する。また、定期的に活動内容

の確認や振り返りをする。 

 

②定期的に学級会を行う。 

①活動の様子を観察し、評価す

る。 

 

 

 

②話合い活動の児童の様子を観
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いる。自分の意見を伝えた

り、相手の意見を受け入れ

たりする経験を重ねる必要

がある。 

全体での話合いの前に小集団で

話し合ったり、カードに書いた

りするようにしていく。 

察して、評価する。 

音
楽 

➀歌を歌ったり、聞いたりす

ることが好きな児童が多

い。これまでの経験の差か

ら、知っている曲が違うた

め、様々な曲に触れ合う機

会を設ける必要がある。 

②リズム遊びに楽しく取り組 

み、カスタネットやタンブ 

リンなどの楽器に親しんで

いるが、個人差があるため

楽器を扱う活動を繰り返し

取り入れる必要がある。 

③鍵盤ハーモニカを使って簡

単な演奏をすることができ

る。指遣い、タンギングは

丁寧な指導が必要である。 

➀教科書やむぎぶえ等を活用し、

様々な曲に親しむ時間を設け

る。 

 

 

 

②短い時間を使って繰り返し楽器

を扱う機会を設ける。ペア活動

を行ったり、グループごとに演

奏し、聞き合ったりする機会を

設けていく。 

 

③指番号や「トゥ」というタンギ

ングの音を視覚的に掲示し、慣

れるようにする。繰り返し練習

する時間を確保し、定着を図る

る。個別指導の時間も十分に確

保する。 

➀授業中の様子を見取り、評価

する。 

 

 

 

 

②定期的にテストを行い、確実

に身に付いているか確かめ

る。 

 

 

 

③学習の定着を図り、確認テス

トを行い、評価する。 

 


